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教叢からの改題

Lはじめに
1．新しい案践の鋤機

　子供たちにとうて学校とは何をするところか，何を学ぶところなのか，そして先生の仕事とは何な

のだろうか。

　授業をしながら，あるいは給食や掃除の時，休み時間の子供との何気ないやりとりのなかで，この

ような問いが心に浮かばないE11はない。不登校やいじめは社会問題になって久しいし，勉強すればす

るほど，学びへの憲欲は減っていくという皮肉な指摘もされる。

　私が「学校」というものを反省的な気持ちで考え直すようになったきっかけは，四年前のことであ

る。それは，私が本校で帰国児魔教育学級の担任をして，文字どおり十人十色の海外生活経験を持っ

子供たちと親たちとの出会い，そして彼らとの葛藤の中で，学校の意味を問い直すような経験をした

ことが・引き金になっている。　（参考，帰国児童学級については「帰国児童教育研究紀要」1993参照）

　いくっか輿体的な例を挙げてみる。

　オーストラリアの現地校から帰国したばかりのK君，その日の最後の授業が終わると「じゃ，さよ

なら」と帰ろうとする。　「帰りの会がある」と教えると驚いて，「へえ，さようならとかおはようと

かいただきますとか，ごちそうさまとか何でも日本ではみんなで言うんだね。別に早い人や遅い人が

いてもいいのに？」

　：ユ・一一ヨークからのS子，初めて登校した日に案内されて学校の中を歩きながら，「どうして，同

じ学年のクラスが同じ階に並んでまとまっているの？1年生とか6年生の教室が間に混ざってるんだ

と思ってた・その方がおもしろいし，いろいろ教えあいっこもできるのに。」

　または，「どうして，給食のメニューは一種類なのか。きらいなときはもちろん食べなくてもいい

んでしょう？パンかなんか買ってくる」「朝早くておなかがすくから，おやつを持ってきちゃった

よ。」とさらりと言う子。　　　　　　　．

　専科の授業で教室を移動するζき、遅れて行ったら先生に「どうして遅くなったんだ」と聞かれた。

だから理由を答えるっもりで「うさぎの世話をしていて……」と話し始めたら，今度はその先生が急

に「黙って・早く席にっきなさい。待っていたみんなに迷惑だろう。コと怒り出した。「どうして」

と理由を聞かれたからこそ僕はしゃべっているのに，なぜ話している途中でおこられなくちゃいけな

いんだ？と日記に書いているM男。

　あのときは，私が（普通のことやあたり前のこと）と信じていたことが，実は（普通ではないのか

もしれない）と気がっき，心が揺れた。「学校」というひとつの小さな社会の中で，私が今まで不思

議とも思わずに慣れていた現象や何気なく「みんなで」こなしていたことに，帰国児童たちは疑問の

目を向ける。それも，はっきりと指摘するのではなくまるでっぶやくように語るのだが，それらを耳

にすることに私は新鮮な感動を覚えた。そして，伝統の中にいる私たちの目には見えなくなっていた

ことがあるのだ，と考えざるを得なかった。

　帰国したばかりの子どもたちは，いまの学校に隠れている無理や不自然さを敏感に感じ取っていた

のかもしれない。彼らの素朴な疑問をしっかりと受け止めて，その根源に隠れているものを探ってい

かなければならない。そうしなければ，私たちの「学校というもの」に内在する問題を見落してしま

うだろう。

　そこで・次に・帰国児童が私たちに投げかけてくれたものを解読してみることにする。

2．実践の出発点と方向性

　受け持った帰国児童たちの口にする言葉や予想もしなかった態度に，私は少しあわてながら「だっ

て，日本の学校では……云々」と説明したものである。教師根性などと多少悪口的に言われる如く，

わけがわからないことを言う子に出会ったとき，じっくり聞くより先に，ついこちらの言いたいこと

をわからせようとして「先生は説明しはじめる」ことが多いのではないだろうか。
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そして先生と呼ばれる大人が，自信と威厳と心配りを持って説明すれば大抵の子供は一応わかった

ような顔をするものである。いわゆる「教師の指導力」により，一見学級の秩序が保たれるように見

える。実際に，多くの児童たちは，帰国後数ヶ月経っうちに当初の言動も影をひそめ，他の児童たち

と一見同じようになってくる。その事実は喜んでいいのか，悲しむべきことなのか。同じようになっ

ていくことが適応だ，と簡単には言い切れない複雑な反省が残る。

　っまり，個性的であることと，社会的協調的であることが両立しにくい風土を，今の学校は全体と

しそ隠し持っているとも言える。子供は本当に，生活的体験的に自分の学びの意味を「わかって」い

たのだろうか。ひょうとすると教師は何かを「わかったっもり」にさせて安心していただけではない

のだろうか。自分がしてきたことを友省的に評価すると，そういうことになる。

　私の中で，一教えるというごと，指導するということ全般についての問い直しが生まれてきた。よく

わかるようた工夫して説明するとか，いろいろなことに気付かせて考えさせるという一般的な言い回

しのなかに，「こども自身が自分のみちすじの中で学ぶ，考えてわかって育っていく」ということの

本質を問うていない姿勢を発見したのである。

　もう1度，当蒔帰国したばかりの子供たちの言葉の数々をふりかえって吟味してみる。

　すると，その底流では，白本の学校の「みんなで云々」が問題となっていることが浮かび上がって

くる。それは「ひとり」と「みんな」の関わりの問題だと私には読み取れる。ひとりひとりを大切に

とか個性尊重とスローガンとして言いながらも，いまひとっ「個」と「学級や学校のなかま」の「関

係のあり方」がはっきりしない。その，なかま関係の構造が，文字どおり自治的，民主的であるのか

どうか。その実俸の曖昧なところ牽帰国児童たちは意識せずして突いてきていたのではないだろうか。

「個」の申には，その学級集団を構成している子供も先生も当然含まれている。すると，っまり，私

は，指導支援という授業における教師あ仕纂以前の，より生活的に根本的なところで，本当に，教室

においてひとりひとりの人聞存在と対謡的vg’向き合つていただろうか。反省をこめて，そう思った。

そして「ひとり」と「みんな」が共にスパイラルに育つ関係を，これから実践的に探っていこうと考

えた。

　まず，先生である私自身の学習観を変える』望ましい知識や技能を教えることが，即，育てること

にっながっていると信じる教育観を問い直してみる。

　教師の願いもさることながら，実は，その子供は，何を知りたがっているのか，どんな自分になり

たがっているのか，それを知り，寄り添っていっしょに考えていぐことから，教育の意味を考え直し

たい。

　それには，子ども同士の関係，教師と子どもの関係を，対話的関係にすることから始める。ある子

どもが考えたり，表現したりすることに，私や学級の友達がしっかりと向き合っていくこと。その1

番の基本を大切にして「その子自身が学ぶ」ということのみちすじを探ってみたい。そこから，「ひ

とりがなかまの中で育っことの意味」やi「子ども自身が考える・学ぶとはどういうことなのか」が

実践的に明らかになっていくだろう。一それが実践の仮説である。

　こうして，「それぞれ異なる価値を持つ人間存在の発見，そして，育ち合う関係の創造」という実

践の方向性が生まれてきた。　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J一

　私は教科担任制の本校において国語を担当しているので，書くことを中心に，自己表現の技街を通

してコミュニケーションの機会を作ることから，新しい実践を始めることにしえ。

　これから述べる3つの実践は，以上のような実践課題に基づき，この4年間に試みたものである。

それぞれ，その時々における考察を加えながら述べていくことにする。

　　　　　　　　　　　　1［・．三つの実践報告とその考察　　　　　　　　、

1．絵だよりと学級通信をむすぶ（帰国児童学級4，5年生での実践より）

　絵だよりという』のはいわゆる日記のことで，先生宛に書いてもいいし，親や友達に宛てて書いても

いいことになっている。・学級の子供たちは，おもしろがったこと，心にとまったこと，その日の出来
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窃やいろいろな体験を轡き，先生に提出している。

（例1）

　きょうの夜8時から9時15分まで1チャンネルで「毛利さんか

らの宇宙授業」というのを見ました。地球の璽力と宇宙の無重力

とのちがいなどを書ってくれました。ぼくが見ていてびっくりし

たのは，紙飛行機でした。またこういう番組をみたいです。

　また，一方で，学級通信は，学校での様子を家庭に知らせるこ

とや賭連絡のために，毎日のように出していた。四年生の最初の

頃のものは，通学途中のマナーに気を付けようとか，季節感のあ

る句や言葉の紹介とか，今度は「水」の勉強を始めよう，など，

学級への私のとりくみの姿勢や，やりたいことや雷いたいことが

満載されている感がある。親からも，学級通信のおかげで学校で

の様子が手にとるようにわかるのでありがたいなどと期待されて，

せっせと書いていた。（例2）

　しかし，学級通信を書くことは，先生と親との連絡に止まって

いる。学級の子どもたちの間に横にっながるものが育たない。

　そのことを私は懸念し始めた。

　ちょうど，そのとき，絵だよりに表現される気

取りのないひとりひとりの持ち味を，みんなで味

わうようにできないだろうかと考えていた。

　そこで，学級通信と絵だよりを結びつけてみる

ことにした。そのHに提出された絵だよりを通信

に載せることにしてみた。子どもの絵だよりと先

生の学級通信を，学級と家庭のコミュニケーショ

ンのために結んだのである。　（例3）
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　子どもたちは1「書く」ことによって友達に何かを

伝えることが出来ることを知って，みんなに呼びか

1・ ｯるような気持ちで書いた。（例4）

（なぐさめをわすれて心がはなれた日）　（例4）

今日のお知らせはみなさまに知らせtcい弟ユース

です。もしだれかが部屋のす一みで泣いていたらあな

たはどうしますか。今日へやのすみで泣いていた人
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はわたしに対してけんかをしていた相手でし

た。その友達を助けなかった私は自分の立場

からも考えてみました。やっぱりいやな気持

ちにはなります。相手ばかりをせめていない・

で自分はあいてをいやな気持ちにさせる事も

したかもしれません。1つのけんかで1っの

げんいんがあると，それのあなをもっと深く

までほってしまうので出られなくなってしま

う。関係のないげんいんまでまきこんでしま

うので，なかなかかんたんにはなおりません。

でも，今度はもしけんかがあったとしてもい

ろいろ思い出し，けんかの糸をほどいていき

たいと思います。

　普段の授業時間中ではさほど表に現われな

．い子供たちの心をとらえている問題が，私に

も伝わってきていた。

　絵だよりがきっかけになり，東京にいる外

国人についての調べ学習をしたり，東京のゴ

ミについてレポートを書いたりした。子供が

見つけてきた課題からそれをみんなで研究に

発展させることもいくっかできた。　（例5）

（例5）
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きれいになります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K子

　このように絵だよりと学級通信を結びっけることを試みてから2年近くたった。読み返してみると，

学級通信が，学校や先生からのお知らせから，『その内容を変えf一学級のお互いを知る手がかりとして，

または学習のきっかけとして少しずっ変化していった。通信が，クラスの仲間たちに広がるネ・y，ト

ワーク型に変わってきた。そのことはクラスの「ひとり」と「みんな」の関係を多方向に紡ぎ命せる

ことになったという効果を見せた。

　しかし，私自身のなかではまた新たな疑問が生まれてきていた。
’子供たちが書いたものの中丁・，その日の通信に載せるものを決めてきたのは先生である。毎日教室r

に持ち込まれるそれぞれの子供の生濫絵だよりに映しだされるそれらのものが，先生の目というふ

るいにかけられてから再び子供たちに示される。やはり先生の手の内であらかじめ紐み立てられた学

習が進み，その中でやる気を見せる子を知らず知らず期待していた自分を発見した。．

　もっと直接的に，書くことを大切にしながらも子供も私もお互いに向き合い，そして対話ができる

自然なみちすじは見えないものだろうか。　　　　　．

　そういう実践課題を持って，次の年には6年生の国語専科になった。今まで担任していた帰犀児童

たちは，一般学級と合同で，ひきっづき受け持つことになった。

2．自由作文をみんなの前で発表する（6年生の実践より）

｛1）解き放つこと

　．　6年生の国語学習の出発にあたり，気楽に書くこと，それを発表してお互いの感情を重ね合せ

　　たり，批評や賞賛を積み重ねていくごとを1挙習生活の基晦にじようと考えた。テーマも文体も

　　自由に書く作文（自由作文）を；なかまの中で発表するごと，それがいつでもできるという安心

　感を，学級のなかで育みたい。．「ひとりの考え」が大切にされることがrなかまとの生活」の中

　　で実感されなければならない。　　　　　　　　　，　・　　　　’ご　”
　　　どんなことを書いても良い，一一書い元事はみんなに聞いてもらうことができる，聞いたら感想や

　意見を言う，その日の発表の中で多くのなかまの支持を得た作文は印刷して国語だよりに載せる
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こと。それらを，4月の当初に私は子どもたちに話した。そして毎日，自由作文を書いたり聞い

たりする時聞を授業時間の始めに10分程度保障した。

（参考　「フランスの現代学校」フレネ著，明治図書，

　　　　　　　「子どもと学級」若狭蔵之助著，東京大学出版会）　　＊注1

　まず，先生を主人公にした物語が登場したb

（例1　魔術王サンチーニクロベの物語）

　明らかに聞いてくれる人を意識して「続き話」にしている。これは，拍手を受けた。次はいつ発表

するかと楽しみにされて，作者であるY君は忙しくなった。　　　　　．

　作り謡が面白そうだということなのか，しばらくブームが続いた。推理小説や冒険ものが多いb

魔術王サンテイー二，クロベの物晒

　噛叡どこかの剛の，’どこゐ吻町に，サンティー昌．タロペというVジシャンがいました．

かれは山腐帽に瓜マントをいつt身i：oけ、町で一番の人気暫．そして、町の智檀曲な

人物でもありましk．　　　　　　’

　かれのマうP，クを、にくは寓湖見たこと1まありませんが、・どうやら大爽な人気であゐ

ことはたしかなよケでナ．

　いうか、クロペが町にでかけたとさ、町を歩いていた人・々にサインをぬだられ、あげ

くのはてには、かれの落としたハンカチをfrラスケースに入れらtt宝鞠のようにあうか

われるしまo．rク回べ人形」がかeてにつくられ、”もちゃ颪にならぺられるほどで

した．

　fやれやtL、とうとう人彫窪でoくらノLちぐoた・人気が1蝿るとoかれるね鼻」

　とクロペが曾qたということです．

　二んな超人侃罠拒王クPべの生渡を、これからお話ししましょう，

　SIクロペは、　EO皐くらい前、タ回ぺの町で、3TEのまttljかどの筍福な両人の凍男

として生庄血た．かれほ休みの日にな乙と，野山をかけまわゐ元気な少年でした．

　かれはイダズラ7子でありながら、叔転が趣く少年だeたので、かれの周りには人が

集まワて匹ました．

　そんなある日．ク回ぺは左だちとちょうをとりに山へでかけました．ちzうをとるの

1：夢中になvて．クロペは友だちとはぐれてしiEいました。いつの盲にか曙くなり．風

が出て息室した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1

　木はガタガタ、木の素吐ガサガサなりました．クロペもガタがタふるえました．

　rうわあ引一I　l」

　と、そのと昏．うしうをふりかえると．長い白ひげのおじい菩んが立oていました．

　「お、おまえはだれだ！？」　　　　　　　　　　　　　　．

　クロペt±さけびました．

　「お主の名はクロペじゃな？…ここに来ることはとうに知うとた上層フtヲフtッ…」

　年を聞けば何と300才ガただかれを知っているものはこの世にいないため、だれも証

明できないんですがネ。

　さて，このジーサン何｛暫なんでLよう，　　．　　　　　　　　　・　’

　つづきは兵凹を待て1

（例2　予告された殺人）　　　　　，　　　　　　　　　　　　．・一

　敏腕刑事の名前が書き手と同じであるところに，まわりから・「あいっらしいなあ」と感想がもれる。

架空の話を作っているようでいて，子供はその中に自分の夢を語っているように見える。そうやって，

自分というものをストレートではなく表現しているのが感じられる。

干笹された股人

千代田区にあ番讐撹庁に、中轟層部という人がい富した．い，し‘に仕事をす｛5のに’

トップの刑軍，訟＊．曹通¢刑事，赤＃」田中，佐藤でした．起いたい，事件を解決す

るのlt、中島驚部と1歴ホ刑峯でした．

　ユ1月20日血昭日，摺＊さんという人の家に二う1いう乎縞が来ました．

「n月25日ホ曜日、朝夏殉蝋をつけるJ
でも，ふうとうには名㈹がありま廿ん．中身には，歯れいな紙が折りづろ1：なってはい

うてい1…す、

　この棍本さんも雍は雨拳でした．告占うは，風邪で律んでいたのです．でも，たいし

た風駆ではあり雲廿ん．ただの，順痛とめまいぐらいでナ．崔あ，この二とはおいてお
いてと‘…

次㊤日の二とで寸㌔檎＊さん幡，署へ手紙壱持っていきました．硫んでいた中舳署部

は，ふと．朝1陣のとなりに点があ」5二とに鳳廿島ました■

　とうとう，11月Z5日ホ嘔日，1．2時30分になりました．あと，30分で較人か
なにかが鶏告ます鱒

　とうとう，朝1崎30牙，署に電拮が黛ました．
「弐隆です，六変です，朝南の川上さんが，後醸部をううて」・・死んでるんです．ど

うやら露ちて6レンガでうたれたらしいので†．j・モニで．　E霰t±ただちに出動しまし

穐．どうやら死亡すいてい曙こくlt，覇1時で†．　　　　　　　　1　　　　E

　中昌警郎に手紙を見て，パシ，とたたきました．　　　　　　　．　　．　　　I

rどうしたんですか」

「朝1時に気を付ける，と書いてあるでし’諱Dだから，．朝市∴字に気をっける．朝1碍

に気を付サる．」

「あ”　ltんとだ．」　　　　・　．　　　　　　．．　　　　　　一　・　　「

（例3　作者〉

’f

作者　　　　　1．　　　　　　　　　，　1　・・”　　・　・．1、
　ぼくは、、物梧などを読んだ時・二の本？まらないとか思うと春がある。一・

一ぼくは5月に、，『ズッコケ三人組対にせ三人組」というのを書いた。そわは作文用紙七’

枚ぷんだht、書くのにたいへんだeた。だけどぼくが暁んでつまらなホ噛た本は実は作文

用紙7まいでは、止十分の一にもならない。読んだときはうまらないと思ったが、自分で

作り話を書いてからは、その苦労がわかる。　　　　　　　　　』．’　；　．　．＿

　今ではその作者に悪いと思っている。や叩ぽり本の作者はすごいと思ったe
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　自分の体験からわかったことを書いている。物語に取り組んだ経験を持っ友達から「本当にそうだ

よね。」と共感が寄せられ，あまりたくさんは書かないT君だが発表した後，満足そうな顔だった。

　家で飼っている犬のこと，熱帯魚のことなどペットについての作文が発表されると，質問は具体的

になり，答える方の子の専門的な知識‘ζ驚かされる。それもその子の体験たっながる知識なので，聞

いている方を納得させるものがある。しかし，・たまには餌のことなどでもめてしまい，「では，また

調べてきます」となることもあった。都会に住む子供たちではあるが，少ない自然の中でもずいぶん

動植物に興味を持っているし，けっこう1色々なものを飼っている。カメな・らS君に聞け，犬なら，と

いうように誰が何に詳しいかをみんなが知るのは，教室の雰囲気をとても温かくした6

　無口なS君は教室でめったに自分から進んで話すことはない。だから，’この作文（例4）を聞いた

時は私もみんなも「へ一」と思った。彼はこゆなことを考える人なんだという発見とともに，あっそ

ういえばそんなこと考えることあるね，と言いだす子もいて「死」がしばらく話題になった。ペット

の死のこどおばあちゃんのお葬式のことなど経験の中にある「死」をその後何人かが作文に書いた。

（例4．死）　　　　　　『　　　　　　　　　　　一　　　　　　．　　　　　　　　　　　・

一舜
｛tZ惨、ペブドでねようとした時・死んだらどうなるんだろうと考えてしま，った。言い

伝えによると天国と地ごく．があると言われている。こういうので「くもの糸」というお話

しがあるが、あの時皆も助けてあげれば自発も助かったのであろうか。でも、くもの糸が

みんなの重さで切れてたかもしれt　．Vh。

　前、マンガでこういうのを見たことがあるe彫んで軍国に行き・新しいゆうれいが来た

からパーティーを開こうというのである。これにより・ぼくも天国に行けるのかと．いう；

とを考えてしまった。もし、地（くに行ったらいっかんの終わり。

死んだら何もかも考えられない。後ζ五、六十年生きていけるのセあろうか。永遠の命

がほしい。’たちまちこわくなって毛布をかぷり、その後ねてしまった。　　　　　　　・

人生について

事

故

　子供たちに，心の底から．本当に自分（の感じi考え）を書いていいのだということを私は言い続け

たが，他の人のものを聞いて1「ああ，あんなことでもいいのか，それな．ら書ける」という刺激を受け

ることもよくあるようだ。話題はいろいろなことに広がり・「どiかぺ行った，楽しかった」というよ

うに，盲分がしたことの報告的な作文以外に，普段の隼tLで不満に悪っていることや、，文句を言いた

いなどが作文に出．てく，・ることも’増えてきた。’・　．’’”　，　’，
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②　共感することや批判すること

（例5　受験ということば）

　　　受験ということば

　受験という言葉，この言葉は，ちょう・ミラクル・ハイパー・むかつく・死んでいい

言葉だ。この言粟のせいで，せっかくの長野へ行けるチャンスも，のがしたeこの受験

iさえなければ，友達と長野へも行けたし，たくさん、映画も見れたのに。夏休みも，イ

ギリスにいた時は，毎日のように友逮といっしょに遊べたし，勉強という言葉も夏休み

には，ほとんど聞かなかった。この受験があるせいで，楽しみが，消されてゆく。この

受験という君葉がなければ，思いっきり長野で遊ぺたのに。死にくさりやがれ，この受

験めという気持ちでいる。

　日本に帰ってきて一年足らずの帰国児童であるM君のこの言葉にi他の子供たちがどう反応したか

というと，共感が寄せられるだろうという私の予想に反して，「ふ一ん，そんなにいやなら受験しな

けりゃいいだろう」が大半であった。M君に同感だ受験はいやだという子はごく少数で，「受験は自

分がすると決めて，やっているんだから。」rM君はあまい」の方が多い。話し合いを聞いていると，

彼らにとって受験が深刻なことではなく，そこにあるからやるという淡々とした感じを受ける。中に

は「自分の為にやるんだから」と言い切る子もいてその悟ったような様子に私は驚いた。そこで，

「そう思わされているのではないか。．今君が本当にやりたいことは何？もっとサッカーやりたいんじ

ゃないの」と私も諺舌に加わり反論してみたが，彼の考えは動かなかった。深読みすれば，受験にまっ

わることを大変だと思わないようにすることで心の安定を得ているのかもしれない。毎晩遅くまで塾

に行っている子ほど疑問を語らない。

　その時は黙って聞いていたT子が次の日にこんな発表をした。

（例6　無駄）

鰍なこと
　「無駄なヒとをするんじゃありません。」と私は母によく言われる。母から見れば

私のやっていることは，ほとんどが撫駄」なこと．なのらしいcでも私には何が

「無駄」で何がr無駄」’ではないのカ、よく分からない。まんがを読むことも・だら

だらすることも私にとっては無駄なことではないはずなのだ。でも・たとえそれが

r無駄」なことだったとしても，なぜ「無駄」なことをしてはいサないのか。今まで

無駄だと言われる9とをして，困ったり，こうかいしたことはない。私はこれからも

r無駄」だと言われることをやりつづけると思う。だから．一番r無駄」なこととは

私に「無駄なことをするんじゃありません。」oていうことなのだ。

　受験をめぐって学級でそれぞれの考えを交わしたことは，たとえそれが本当の本音（それを暴くこ

とが目的ではないだろう）とは違っていたにしても，自分の本音を意識させる，または自分の生活を

考えさせることになったようである。全員が同じ体験を持っているわけではないからこそ，違う人の

意見を聞くとまた考え1させられるのだろう。子供たちのその後の様子を見ていると，受験なんていや

だ！と主張した子はいやだと言い続けながらもやっていったし，平気だと言っていた子も直前になる

と「やっぱり落ちたらただの笑い者になるから…　　」と不安をのぞかせるしで，素直にお互いに感

情を表すようになっていた。考えの違いはあるが，っきっめたら不安な心は同じということが，理屈

ではなくだんだんに，言葉を交わすことをくりかえすなかでわかうていったようだった。
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（例7　電車の中のこと）

電車の中のこと

　ぼくは、毎朝、池袋から丸の内線でみょうが谷まで行く間おされっぱなしだ。そしてあ

る日はおしかえしたり、またある白はすわったり。でもぼくはほどんど立，ている。とく

に最近三日間は最低だった。騨がゆれるたんびに足鳩がなくなり、足でさぐった。足場

が自分のいる位置よりとおくなり、体せいがひくくなる。さらに体せいがひくくなると、

むかつくようなあせのにおいがプーンとにおう。そして、もうしばらくすると、野球のキャー

チャー座りになった。そうしたらいつもとちがい、その日は、まわりの人が意外にも、

「きみ、だいじょうぶかい？」と声をかけてくれた。ぼくは、，その時らいっもむかついて

いたのに、世の中、このような人もいるのだと初めて思った。属

通学は本校の子供たちにとって大きなウエイトを占める生活である。電車やバスの中で体験したこ

とをずいぶん自由作文で語ってくれた6具体的な出来事に即して意見が書けるからか，よく取り上げ

られる。

（例8　電車の中の天国と地獄）

　　　学校へ行く時の天国と地獄

　僕は学校へ行く時・工時間1ホ騨に乗る・経掌駅から新宿駅までは小田急小田原綜で

　行く。経堂から新宿ま’cr．、各駅停車で行くと30分ぐらいかかうてしまうので，と中の

　下北沢という駅で，急行か準急に乗り変える。急行・準急に乗り換えると，20分く’ら

　いでっく。僕は，朝遊びたいので乗り換える。下北沢から代々木上原という千代田腺の

　始発駅までの，約5分間ぐらいが、ち・よう地獄であり，朝から酒飲んでいるのか，2日

　酔いか，変なオヤジの酒くさいこと，朝っぱらからこんでいる冠車の中で堂々と朝日新

　聞とか読売新聞とかスポ」ツ新聞とかを院んでいてe顔にあたってきもちわるい。もう

　とびどいの1ま．高校生や大学生の長～たらしい島すいている電車の中でゴムでとめた

　り，化粧をするのはけっこうだけど，こんでいる中でやられると，たまったもんではな

、い・

　代々宋上原をすぎると．，急行・準急でltあと1駅e新宿に新しくできた都庁や高層ビ

　ルを見ながら電車はホームに入る。新宿は終点なので，必ず両側のドアが開く。ここで

　また‘・地獄。・’まだおり終わってないのに，乗車してくる人がいる。常識からいうと，下

　りる人が下b終わってから電車に乗るものeまうたく常瓢しらずの人もいるもんだ。

　新宿から池袋までの山手緯はま者で天国．すごくすいていて，．すわれうこともある。

［池袋で丸の内豫た乗り換えて茗荷谷までそんなにこんではいないが，酒くさい息かけ

｛’てく騨っがいる・訪紛ぐら｛・だからがまんしで一・・とい・ても，そ梅日だ

憐纏雫職蕾篇麟犠驚に行くにはほ国ewa
　　　1　十

　まるでお互いの遊びの話しを聞

くかのckiうに興味を持って，友達

の通学中の出来事には耳を傾ける。

地域の友達をほとんど持たないこ

の子供たちにとって，家と学校を

結ぶ通学途上に出会うものが，外

の大きな社会との触れ合いである

ことを感じさせる。だからこそ，

’新鮮な発見や楽しみもそこには多．

く存在する。

　私は，なんて今まで彼らの生活

を知らなかったのだろう。通学中

にそんな思いをしていたのか，そ

んなことを見て考えていたのか，一

と子供を見直す思いがした。友達

同士でも共感の叫びが上がること

が多かつた。　．　一　　．・．　　　　　　　　　　・・　　　　、

　朝，学校に着いた時までにその子の心をいっぱいにしていたことを，始業のチャイムと共にちょっ

と横に置いておいて「では，今日の勉強を」始めるとは，いかにも人間の「心」と「学び」を別々に

考えていた証拠かもしれないとも考えた。

　席を譲ったときのどきどきした感じ，逆に座らせてもらってうれしかった思い出，よっばらいがい

やだ？たこと，外国人に乗り換えを聞かれたときのこと，駅員さんにもいろいろな人がいること，体

が不自由な人が乗っているのを見た時の複雑な思い，勇気がなくて人に手を貸せなかったことなど子

供たちがぽっぽ1　ieそれぞれ持ち寄る生活の中に、’おもいやりの問題とか人間の強さや磯しさのこと；

社会が抱える問題，・環境や地球につながることで，Lみんなで語り合わなければならないe，と鮭たくさ

ん見つかったσ・そして大事なことは・そのみんなの話題を津めていつたのはいつも子供たちだった・

ということだ。子供た1を取り巻いている生活が教室に少じずつ見えてきて吟た。．＼㌧

　子供が作文を発表した後で，それが興味をひぐことだと必ず誰かが質問をする。その質問は「その

ときどんな気持ちでしたか」とか「いやだと言うけど，’ k“んなところがいや奉（bかもう少しくわしく」

というように具体的で考えてみると今まで先生が赤ペシで書いていti一ようなことだ。養れを子供同

士でさちりとやってのける。、聞きたいこと，話題になることはいっも子供たちφ共感を呼ぶところか
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ら膨発していた。

　私がいいなと患う作文がそれほど子供たちの賞賛を受けないこともあった。それは子供の評価によ

れば「まじめすぎ」たり観念的なのだということで，たいていそのHの作文の中で一番の賞賛を得る

のは「おもしろくて」・「よくわかり」「その人の考えが出ている」ものだ’った。

　｛3｝自分にとってもみんなにとっても大切なもの

（例9　反繋）　1”　　　　　　　　『

1ぼくは、・「安遣ウて、反撃しないからいいよな～」とか〔やられたらやりかえttよ　・一」

等とよく言われる。何故かは、わからないが学校で、ぼくは、やられたらやり返すという

事をやった二とがあまりない。・でも、そうすると、余計あまく見られ、やられる事が、多

くtる。モういう状態に僕は、なりつつあったり

　その時、ぼくの心の中では、「次やられたらなぐるぞ」という気持ちと・「暴力を盗っ

てもどうにもならない」という気持ちとで分かれていたa何日かが過ぎたが・どっちが正

しいかわからtかったので、この事を母に括してみた。

　モしたら姐父（母の）の事について括してくれた。祖父は、ぼくと同じ長男で、やさし

い所もあるが、傭靴な事をしゃべらないし、感情的にならない人なので・人には信頼され・

またあまりにも感情的にならないため、％’それられ石部分もあ6人である、と教えでぐれ

た。

如を聞いて、照の心は、ひとっになった・⑳ひとっとは・あまりzanv的牌らな

いという方だウた。

　　の　かbは　　じ様な事では、強い気持ちになれた。

　このM君は温厚な人柄だと周りには見えていだので，彼の心の申に」ζルな葛藤があ6だことは聞く

までわからなか6た。この作文はほとんど全員から賞賛を受けた。後で，ある女の子がM君を見直し

た，尊敬する，私もそういうふうに自分をしっかりと持てるようにしたいという作文を書いたぼどだ

ったq

　しかしたまには作文で書かれたその子の行為にっいての批判がでることもある。「そんなときは黙

っていてはいけないと思う」などと言ってだれかが考えを譲らないと，次第に言い合いになる。それ

は，ものの考え方，価値観と価値観のぶっかり合いであるともいえる。判断の基準である価値観のぶ

っかりあいは答えが出ないことが多くてすっきりしないものだが，それを避けていては子どもたちの

ものの考え方を動かしていくことはできないだろう。，あえてぶっからなくてもいいのだが，価値観の

問題を避けていては人間の成長は語れないと思う。私も含めて子どもたちの動機ややる気や判断のも

とになっている価値観は，今や’r多様である」などと他人行儀に言っていら’れないほど混迷している

という実感がある。自由作文に現れるそれぞれの価値観に，どれが望ましいのかというスタンスで向．

かうのではなく，異なるものとどういう関係を構築していくかを探ることは実際とても難しい。1

（例10　質問の答え）

　　　Pt問の答え
　この前の授集参観に沃域から来ていただいた先生より，色々と質問された。その中で

も，困eた質問があった．モれit「田舎と都会のどvちに住みたい？J，と聞かれたこと

だ、

ぼくは一生懸命考えた。

都会はとても便利だが自然というものが少ない。しかし，田舎の方は都会に比べて便

利ではないが，自然がとても多い。考えてみるとどつちもどっちだという意見の人が多

いと思う．だけど，ぼくは内心こう思，た。臼儒の中で勉強することはとてもすごいと

思ワた．モして，自然と親しむことができる。都会でも有名なすばらしい人や講師にお

会いしてすごい貴重な体験をできるかもしれない．田舎ならi｛，自掌で，昆虫，生き物

などをNべたい時，モばに行うてよく観察でき，都会では求められないことがよくでき

る6都会でも確かに生音吻がいるが数が少ない．都会の土地や物は「金」という吻があ

れば貫うことができるが申熱というものは．ある意昧でほ買うことができない。という

ことで．ぼく　tt，田會の方がいいと思，たが，なんとなく言えながった。

績局ぼくは「どっちもどうちです。」と1，てしま，た。このような質問をされた

時、自分の思ったことを答えようと思oた．

’価値観は，具体的な出来事

などに出会うことを通して，

少しずっ納得したり反発した

りしながら形成されていくわ

けでi自由作文でめお互いの

出会いはそれぞれの価値観め

発見であり∴それが結局は新

しい自分をみつけていく過程

のようにも思われる。　一・

　育っというのは，二いくつに！

なっても新しい自分を探して

いくことだ。何かがわかり，：
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賢くなるというのは，新しい知識やものごとの意味をみっけた自分を，他者と生きる世界のなかに確

かに位置付けたときに実感されるのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　”

　F子はどちらかというと自分中心で人の事など考えていないような態度が見られ，よく友達関係の

トラブルを起こし，結局孤立したりしていた。創作の夢物語を発表して「面白いのを書くね，・将来は

作家かな」と友達に言われ，続けているうちに，だんだん表情が柔らかくなっていくのが感じられた。

それと共に自分を少しずっ語るようになった。発表の声は小さかったし「よく聞こえないよ」と批判

されることもあったが，学級の中で必ず「Fさんが考えていたことがわかりました」と助ける子が出

て救われる。私はそういうときほつとして，余程の事がない限り誰かをほったらかしにしたままには

しない子供たちのやさしさをうれしいと思う。

　ある日F子が　低学年のころ，物を隠されていやだったことを作文に書いたときには，聞き終わっ

て静かになった後に男子から「そんなことをするやっは誰だったんだ」という怒りの声とともに，

rFさんにも原因があるのではないか？あいっはなまいきだから」というのが出てきた。

　Fさんは大丈夫だろうかと私は心配した。せっかくいろいろなことを書き始めたのに批判がいやで，

また殻にもどってしまわないガ・。後で本人にそっと聞いたら「でも，思い切って言ってしまったらす

っきりした。言えなくてそのままになるより。自分の欠点もわかってる。私はいっも言葉が足りない

らしい」・という返事であうた。　F子はそれからも，いろいろなことを多少不器用ではあるが，かな

り安心したように書くことを続けた。学級でもそれが彼女らしさとしてみんなが知っていること，認

めていることとなっていき，わかる部分が増えていく。

　いじめられたらどんなにいやな気分か，寂しさや怒り，人に誤解されてるという疎外感や不安な気

持ち，そんな自分の（人間らしい）弱さや迷いを自分のことばで語れるということは，実際すごいこ

とだ。

　Fさんがそれをするようになったことに驚いたり喜んだりしながら，私は学級のなかまが共に育っ

たことを確信していた。自分を語れるということは，それをわかちあえる人がいると思うからこそで

きることだからだ。

　正答を短時間で求め価値を一つに追及していく型の「授業」では，周辺にあるさまざまな子どもへ

の想像力を失いがちである。一部優秀な子

を除いて，学級が息苦しいと感じる子が増　　　（例11　自分の成長をふりかえって）

えるのも無理はないと言えそうだ。，

　私たちは，人の言葉を聞きながらお互い

の言葉の裏にある「その人らしさ」を感じ

取る思いやりを，まずゆっくりとした交流

の中で育てる必要があ観それが，なかま

の中で安心して自分らしさを発揮し，結局

「自分とは何か」を知っていくことにっな

がる。成長とは，新しい自分を見つけてい

くことなのだということもできよう。

　このように言葉を介してものごとや人の

心を想像し，理解し，共に生きていく知恵

や希望を持てる教室を創るのに，自由作文

の発表は大きな技術である。

　F子は最後に「成長をふりかえって」と

いう作文を書いて，卒業していった。

「い札て虚」

　モれは
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教霊か㊧の改箪

3，自分が学ぷテ’一・’？iを見つける（二年生の実践より）

（1）友速に価値を認められること

　　’ここまでに窃いたように，六年生の実践で，奮くことを大切にして，rr個」と「学級集団」の

　閲わりが互いに育ち合う方向になるようにと模索してきたe

　　　ここまでの笑賎で，自由作文を発表すること，それを繰り返していくことで子どもが学級の中

　で次第に開放され，自分らしさをみんなの中で活かしていく自信や意欲を持ち始めることがわか

　ってきていた。

　　　しかし，学級における豊かなコミュニケーションの申で育っ学びを目指すとき，文字に書くこ

　とを中心に自己表現をとらえてきたことに，ある狭さを感じるようにな6たのである。

　　轡くことには考えることにっながり，欠かすことのできない自己表現の技術である。しかし，

　子どもの自然な表現欲求は他の方法も必要と．している。「作文が書けない」子どもを見ていて私

　はそのことに気が付いた。

　　そこ℃二年生の教室では，自由作文以外に，人形劇，工作，絵，，手芸，詩の暗唱，本作り，替

　え歌等のことばあそびなど，子どもたちが自分の興味に沿った表現をしあえるように，教室の環

　境を工夫した。

　　っまり，各種の紙，色紙，絵の具，切り抜いてもいい古雑誌などを置くコーナーを作りt・手仕

　纂がしやすい机や，子どもたちが持ち込む小動物や虫を飼育する箱を置くなど，子どもたちの生

　活から学習がはじまるための準備をしたわけである。

・M書の場合

　生き物が大好きなM君は，4月当初から「ぼくのかっているピーちゃん」とか「せっけんをと

ったカラス」というような自由作文をよく発表していた。

いつも身近なところで話題を見つけて書くので，友達も興味を持って聞き，質問もよく出る。

　ある日，「ぼくのみつけたあげはのたまご」という作文についてのやりとり。

「どうして，あげはのたまごってわかったんですか」

「あげはのたまごって，どれくらいの大きさですか」

「いっ，ちょうちょになるとおもいますか」

　このような具体的な質問に答えるために，M君はより丁寧にあげはのたまごを観察したり調べ

たりしてくることになる。実際に・たまごもいくつか教室に持ち込まれた。

　「どうして、それがあげはのたまごってわかったのか」と聞かれたとき，M君は一瞬「あれっ」

という顔をして，「いつしょにいたお母さんがそう言ったから」とひとまず答えた。

　でも，そう言われてみれば；どうしてお母さんにはすぐわかったんだろう？

　M君自身もあらためて不思議になったのだろうし，みんなも同じだった。さっそくM君は次の

H・お母さんにたずねてきた。そして・たまごがっいていた木にひみつがあったことに気付いた

のだ。あげはやもんしろちょうは野きな薫6ぱが違うから，わかる。そう書いた。聞いたみんな

も納得した。

　3日たって幼車になり「あげはのお子さん」という作文を書いた。それから数日；M君は毎日

あげはのヒとを書いτきてうれしそうに発表する。とうとうある日，学校から帰ったら蝶になっ

ていたので窓から逃がした，と発表したときには，みんなから喚声があがった。

そのころ，教室のあげはも・きれいな蝶になって飛んで行った。でも，大事なものを失って，、M

君はさびしそうだった。’

　私は，M君にゼいままでの自由作文をもとにして本を作ることを勧めた。なかよ．しの女の子2

入が絵をかいたりずると・こ：iろを進んで手伝い・本が出来上がった。

　これが2年2組で初めての手しごとの本となった。　（例，あげはの本）
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教範からの改革

　　　判断で選ぶことを任されたり，自由に「自分の問い」を見っけたりして考えることは慣れていな

　　　かった。

　　　　友逮に向かって発儒される自由作文や，自分でテーマを見つけて自分なりに進んでいくことは，

　　　かえって彼を不安にし，満足感からはほど遠いものになっていたのだろう。

　　　　今後，K君には，情報や文化の受け手としての自分だけでなく，発信者としての自分の価値を

　　　自覚させられるような教室での生活体験をさせてやりたい。私はそれを意識して機会を待っこと

　　　にした。

　　　　チャンスは，3学期の初めにやってきた。

　　　　その日K君はクラスの友だちと大相撲を見に行き，そのことを作文を書いてきた。番付表など

　　　を貼った彼の作文は，多くの質問を受けた。

　　　「すもうにおみやげがつくなんて知らなかった。おみやげってどんなもの？」

　　　「おみやげのあんみっはクリームあんみっ？ただのあんみっ？」

　　　「ほかにどんなものもらったの？」

　　　「おすもうさんってどれくらいの大きさ？」　など。

　　　　そして文句なしで，きょうの作文として推薦された。

　　　　そのとき，「ぼく，はじめて，選ばれたんだよ。」

　　　そううれしそうにつぶやいたK君の満足そうな顔に，私は，なかまに認められることの大切さを

　　　再確認した。

　　　　K君にとって，それは，他者がある独特な意味を持つ日になったのではないだろうか。知らせ

　　　たい届けたいという自分の気持ちが，相手に伝わった，という充足感は大きい。

　　　　関係のなかで生きて育っというのは，K君のこの日のような満足感を，お互いに求め，かみし

．　　めることの積み重ねなのだと，そのとき，私は強く思った。

　　②　教室の文化的環境をつくること

　　　　友だちや親や先生と少しずっ考えを重ねながら，本が書かれていく。それが教室に十冊ほど並

　　　んだころ，私は，子どもらしい学びのみちすじが見えるようになったことを喜ぶ一方で，いっこ

　　　うに動き始めない子がいることにも気が付いていた。

　　　　自由作文も書かない，人の発表にも大して関心を示さない，まわりで本作りの相談が進んでい

　　　ても他人事のような顔をしているか，人に文句を言っているかどちらかという状態の子である。

　　　　そういう子（少数ではあるが）にどう関わっていけば良いのか。

　　　　人との関わりの中で育っようにと願いながら，子供同士の交流を組織するしごとに努めていて

　　　も，当然のことながら，なかなかスムーズにいくものではない。

　　　　先程書いたような，交流の中で変化しないタイプの子どもをよく観察すると，その子にとって

　　　学ぶということが「習う，覚える」意味になっていて，「考える，創る」意味に働いていないの

　　　に気付かされる。さらに言えば，思いっきはあっても，学びを持続する力が不足しているとも考

　　　えられる。

　　　　だからこそ，私は彼らに，身のまわりの何でもないことに真実への道があることを知らせたい，

　　　発見を語る楽しさを経験させたいと願った。しかし，「書いて考える，文字で表わす」Lことに重

　　　点をおくあまり，多様で自然な自己表現や，その子らしいいろいろな生活の感動の持ち寄り方が

　　　生まれるのを，かえって妨げているのかもしれない。

　　　　「教室において自分で考えない，行動できない子」にしているのは，「教室における自己表現

　　　の技術の貧しさ」がひとっめ原因である。本来誰もが持っている自分なりの問いや興味を，いろ

　　　いろな自然な形で表現し，持ち寄る回路が，教室にもっと幾重にも用意されなければならないの

　　　だろう。

　　　　ある子の単なる思いっきに見えたものが，深まっていくのには，他人からの賞賛や支えが大き

　　　く働く。学びをわたくしごとにしないで，協同のしごとと考える視点が重要なことだ。

　　　　それは，子どもたちが作った本やカードがたくさんあることが，成果の展示の次元を越えて，
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敏整からの改輩

皿．お　わ　り　に

1．興味の複合

　パッケージ化された知識の伝達としての学習ではなく，子ども自身が自分の文脈のなかで学ぶ姿を

模索してきた結果，わかるごとは，子ども一人一・・…一人が自分の要求を自覚して，自分の進歩に自信をも

つことの電要性である。そして，もうひとっ大切なことがある。それは，学ぶことは，ひとりひとり

の手探りで創造的に行われるものであるが，そのプロセスにある友達や先生との対話による「興味の

換合」こそが，欠くごとができないものだということである。

　クラスの子どもたちを見ていると，「学ぶ」ということは，『その子の頭のなかで静的に行われるも

のではなく，必ず，友逮や先生などとの「他とO．関係」のなかで生まれたりとどこおったりしながら，

何か「する」ときに動いているものだと実感する。考えを深めたり，調べたいことの探索や推進をし

ていく原動力は，他の友達や先生との協同による緊張や必要の中で生まれることも多かった。相互の

興味の複合が，子どもたちのことばと手しごとによって組織されていくとき，学びは深まっていく。

　佐伯脾氏は「学べない人間というのは，知識や技能が身にっかないということではなく，その人が

人闇として「自分を育てる」こととしての「学び」ができなくなる」ことだと指摘している。

（参考　「学びへの誘い」佐伯，藤田英典，佐藤学編東大出版会，P．9）

　子どもが「こうなりたい自分」に向かって自分の進歩を確認しながら，興味の複合を他と実践的に

行いながら「学ぶ」。今後もこの方向で実践を考えていきたい。　　＊注2

2．教師のしごと

　学級の中の相互交流を基盤として，学ぶということをを追求していくときに，学校の外の未知のも

のや大人の文化への橋わたしの役をする，「先生のしごと」の意味は大きい。「そこ（学級）では，

教師は集団にとって欠くことのできない部分であるが，あらゆる回路の中心にいる必要はない」と若

狭蔵之助氏は著書「子どもと学級」の中で述べておられる。そうであるからこそ，子どもが知りたが

っていることのために，そして子どもがより質の高いほんものに出会っていくために，先生というも

のは今まで以上に子どもの現状に敏感になり，即，彼らのメッセージを理解する柔軟さをもたなけれ

ば，と思う。なぜなら，あらかじめ前日に教材研究して考えた発問などが効力を持つ場面は少なく，

むしろ，いきいきとした子どもの言葉や態度に，とっさの判断力，大人としての知恵や教養を求めら

れる場面を多く経験したからである。

　それとともに，子どもや学級が現在必要としている知識や情報が，どこへ行けば得られるのか，世

の中の動きへのアンテナを高く持ち，機を逸せずに子どもにそういう新鮮な世界への扉を開いて見せ

たい。それは，先生の知っていることをかみ砕いて教えるということではなく，必要ならば子どもを

直接，知識や情報の源にっれていくことである。っまり，私という教師自身がどれほど社会的文化的

にいろいろな人々と協同的な生活をしているか，ということが教室でも問われるのだと思う。

3．学習材，学習環境

　あらかじめ教師によって計画された学習を消化・吸収していく子ども，という教育観を乗りこえ，

創造的なしごとをする子どもを育てることを考えたら，今の教室環境の不自由さを改善していかなけ

ればならないという思いは強くなる。

　子どもの発意を生かして，子どもたちが自由に創造的に活動できるためには，それなりに環境（学

習材など）が整っていかなければならない。放任や乱雑，物のなさは，子どもにとって不自由なだけ

である。私たちは，子どもの手しごとによって造られた本や絵やカードなどを学級の子ども文化とし

て協同的に大切にする視点を持ちたい。それらがいっでも他の子にとっての学習材として活きて発展

するものだということを忘れてはならない。

　今まで，文集や模造紙にまとめられたていねいな学習発表，手作りの本なども，「用」がすめば家
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にもちかえられるものだった。っまり，何らかの学習の成果としてそこにあった。この考え方を改め

て，学びの共同体をつくっていくことを求めるわけである。

　学級に，そういう学習観に基づく，学びの技術と対話的な場が豊かに備わってきて，はじめてひと

りひとりの創造的な活動が，全体としての学級の発展のなかですすめられるという関係がうちたてら

れるのだろう。

本論の冒頭に書いた「学校とは何をするところか」「先生のしごとは何か」というようないくつか

の問いに対して，現在の私なりの答えが以上のことである。今後も，答えを新たな問いに置き換えて，

引き続き考えていきたい。

参考文献

　「フランスの現代学校」フレネ著，明治図書

　「子どもと学級」若狭蔵之助著　東大出版会

　「教室を変える」田中仁一郎著　青木書店

　「「学ぶ」ということの意味」　佐伯　脾著　岩波書店

　「生活表現と個性化教育」佐藤広和著　青木書店

　「学びへの誘い」シリーズ学びと文化1，東大出版会

　「先生おうえんしてね」　西口敏治著　民衆社

＊注に関する引用文献

　＊注1　自由作文にっいて基本となる考え方の抜粋

　　　「自由作文…　　必ずしも常に適切に実践されているわけではないとしても…　　は，子ども

　　の思考と自己表現の能九そして精神面と情緒面の稚い状態から経験を積むなかで人格を形成し，

　　進路の方向付けをする力量をもった個人に成長していく能力とを着実に確率する。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引用「フランスの現代学校」P．　30）

　　　「書くことにしても読むヒとにしても，信夫の意欲をこのように高め，そして，彼に進歩のた

　　めの発見をさせたのは，クラスの仲間たちである。一人一入の経験や感動や思考を互いに認め合

　　い，重ね合わせるなかで，彼に彼自身にっいての内的な評価をうながし，生きる意欲をかきたて

　　たのであった」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引用「子どもと学級」P．24）

　　　「相手の言葉を手がかりに，どこが自分と同じでどこが違うのかに気づき，自分の考えを展開

　　できるようになっていく。体験や感情の重なりを確認するためだけではなく，むしろ自分自身を

　　誰かにはっきりとみとめてもらいたいのである。子どもたちは必要があるから話したがっており，

　　その必要こそ行動を促すものである。」　　　　　　　　　　　（引用「教室を変える」P．49）

＊注2　興味の複合という学習理論について

　　佐藤広和氏は，　「生活表現と個性化教育」のなかで，　「波多野完治によってフレネ教育の学習

文庫の存在は早くから日本に紹介されていたわけだが，興味の複合という学習理論とともに子ど

　もの生活勉強を発展させる筋道を今日的な状況のもとで改めて検討する必要があるのではないだ

ろうか」（P．158）と述べている。

　　そして，複合の概念にっいては，「第一には，個人の興味の追求の仕方における複合であり，

第二には学級内のひとりひとりの子どもの異なる興味が複合していくという意味での複合」

　（P．79）と整理している。これを私は，今後の実践への示唆と考えている。
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